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27
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算

27
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算

下
水
道
条
例
の
一
部
改

正

▲荒川水循環センター（下水道終末処理場）

《
結
果
》

認
定(

20
対
３)

※
介
護
保
険
料
の
あ
り
方

に
つ
い
て
意
見
が
分
か

れ
ま
し
た
。

《
結
果
》

認
定(

20
対
３)

※
国
保
税
の
課
税
限
度
額

引
き
上
げ
に
賛
否
両
論

が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
に
不
可
欠
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
下
水
道

事
業
を
将
来
に
わ
た
り
持

続
で
き
る
よ
う
財
源
確
保

を
図
る
た
め
、
平
均
30
％

の
下
水
道
使
用
料
の
改
定

を
行
い
た
く
改
正
を
行
う

も
の
で
、
実
施
は
平
成
29

年
４
月
１
日
か
ら
で
す
。

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

委
員
会
視
察
レ
ポ
ー
ト

戸
田
市
の
豊
か
な
財
政
を

暮
ら
し
に
生
か
せ

戸
田
市
は
公
営
企
業
法

委
員
会
の
審
査
か
ら

監
査
報
告

の
適
用
で
公
費
負
担
を
受

け
ず
独
立
採
算
を
実
現
す

る
こ
と
を
根
拠
に
、
下
水

道
使
用
料
を
30
％
値
上
げ

し
、
約
３
億
円
の
負
担
増

を
行
お
う
と
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党
は
、
公
営
企

業
法
の
適
用
を
行
う
条
例

改
正
に
お
い
て
、
使
用
料

の
大
幅
値
上
げ
に
つ
な
が

る
と
し
て
、
強
く
反
対
を

し
て
き
た
。

下
水
道
法
に
お
い
て
規

定
す
る
公
共
的
な
目
的
を

市
が
引
き
続
き
担
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
管
路
施
設
や

ポ
ン
プ
場
の
更
新
、
災
害

対
応
に
公
費
を
充
て
る
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
、

雨
水
は
公
費
負
担
が
原
則

で
あ
り
、「
浸
水
対
策
」
を

値
上
げ
の
理
由
に
挙
げ
る

の
は
お
か
し
い
。

市
は
、
こ
の
値
上
げ
を

行
っ
て
も
、
県
内
で
、
ま

だ
一
番
安
い
料
金
で
あ
る

と
説
明
し
て
い
る
が
、
こ

の
間
、
介
護
保
険
料
の
値

上
げ
、
保
育
料
の
値
上
げ

な
ど
、
市
民
生
活
に
負
担

を
増
や
し
て
き
て
お
り
、

さ
ら
な
る
市
民
負
担
増
と

な
る
下
水
道
利
用
料
値
上

げ
を
認
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
戸
田
市
の
豊
か
な

財
政
を
暮
ら
し
に
生
か
す

事
業
実
施
を
強
く
求
め
、

反
対
討
論
と
す
る
。

本
市
下
水
道
事
業
の
課
題

解
決
に
必
要
な
改
定

こ
の
改
定
案
に
よ
り
、

一
般
家
庭
に
お
け
る
月
額

の
下
水
道
使
用
料
は
、
税

込
み
７
７
７
円
か
ら
税
込

み
１
０
０
４
円
と
な
る
が
、

依
然
と
し
て
県
内
や
東
京

23
区
で
最
も
安
い
。
戸
田

市
で
は
、
国
の
法
令
等
が

示
す
「
独
立
採
算
制
の
原

則
」「
雨
水
公
費
・
汚
水
私

費
の
原
則
」
に
従
い
、
汚

水
処
理
に
係
る
事
業
費
を

下
水
道
使
用
料
収
入
か
ら

賄
え
る
よ
う
使
用
料
改
定

を
実
施
し
て
き
た
が
、
な

お
一
般
会
計
か
ら
の
補ほ

填て
ん

は
続
い
た
。
こ
の
た
び
の

使
用
料
改
定
に
よ
り
、
よ

う
や
く
独
立
採
算
制
が
実

現
し
、
問
題
で
あ
っ
た
下

水
道
未
整
備
地
区
の
住
民

と
の
負
担
の
不
公
平
は
解

消
さ
れ
る
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
に

は
、
災
害
の
備
え
に
も
な

る
建
設
改
良
積
立
金
が
な

く
、
企
業
債
残
高
は
約
87

億
円
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い

る
。
こ
の
た
び
の
使
用
料

改
定
に
よ
っ
て
、
一
般
会

計
か
ら
の
赤
字
補ほ

填て
ん

は
解

消
さ
れ
、
建
設
改
良
積
立

金
は
10
年
後
に
約
18
億
円

と
な
る
。
企
業
債
残
高
の

抑
制
、
未
整
備
地
区
へ
の

整
備
や
、
施
設
改
築
更
新

の
財
源
確
保
も
進
み
、
世

代
間
負
担
の
公
平
性
が
保

た
れ
る
。

本
案
は
、
本
市
下
水
道

事
業
の
課
題
を
解
決
し
、

市
民
の
生
活
や
安
全
を
将

来
に
わ
た
っ
て
守
る
た
め

の
必
要
か
つ
妥
当
な
改
定

で
あ
る
と
考
え
、
賛
成
討

論
と
す
る
。

《
結
果
》

原
案
可
決(

20
対
３)

▲上戸田地域交流センター「あいパル」

使
用
料
引
き
上
げ
や
サ
ー

ビ
ス
削
減
は
必
要
な
か
っ

た
平
成
27
年
度
決
算
・
歳

入
の
特
徴
と
し
て
、
市
税

収
入
は
当
初
予
算
額
と
比

較
す
る
と
約
11
億
３
千
万

円
も
上
回
り
、
顕
著
な
伸

び
が
示
さ
れ
た
。
市
は
こ

の
間
、「
財
政
が
厳
し
い
」

と
言
う
が
、
財
政
力
指
数

は
県
内
断
ト
ツ
で
あ
る
。

市
民
生
活
は
ど
ん
ど
ん
と

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

戸
田
市
の
豊
か
な
財
政
力

は
、
市
民
の
暮
ら
し
に
し

っ
か
り
と
生
か
す
べ
き
で

あ
っ
た
。

議
員
の
海
外
派
遣
旅
費

に
つ
い
て
、
27
年
度
は
６

人
の
議
員
が
中
国
開
封
市

に
行
っ
た
が
、
予
算
時
に

は
行
く
先
も
目
的
も
決
ま

っ
て
お
ら
ず
、
派
遣
議
員

が
決
ま
っ
て
か
ら
も
行
程

も
出
さ
れ
な
い
ま
ま
議
会

で
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
、
他
に
は
例
の
な

い
も
の
で
あ
っ
た

財
政
調
整
基
金
は
標
準

財
政
規
模
の
10
％
が
適
正

と
言
わ
れ
て
い
る
。
戸
田

市
の
標
準
財
政
規
模
は
約

２
７
７
億
円
。
平
成
27
年

度
末
基
金
残
高
、
約
39
億

円
は
積
み
過
ぎ
で
あ
る
。

27
年
９
月
に
開
館
し
た

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
は
、
利
用
料
の
引
き
下

げ
と
、
社
会
教
育
団
体
へ

の
利
用
料
免
除
を
復
活
さ

せ
る
べ
き
。

公
共
性
の
高
い
自
転
車

駐
車
場
の
管
理
運
営
は
指

定
管
理
者
か
ら
市
直
営
に

戻
し
、
登
録
料
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
。

平
成
27
年
度
、
使
用
料・

手
数
料
の
値
上
げ
に
よ
る

市
民
負
担
増
は
約
１
億
５

千
万
円
、
前
年
比
28・５
％

増
。
一
方
で
基
金
に
26
億

円
も
積
み
増
し
し
、
な
お

か
つ
22
億
円
も
余
る
と
い

う
状
況
で
あ
っ
た
。
27
年

度
の
実
質
収
支
比
率
は
８・

７
で
、
基
準
と
さ
れ
る
３

～
５
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
。
市
民
の
暮
ら
し
に

生
か
せ
る
財
政
を
、
使
い

残
し
て
い
る
と
い
え
る
。

数
々
の
使
用
料
・
手
数
料

の
引
き
上
げ
や
、
敬
老
祝

金
や
不
妊
治
療
費
助
成

金
、
在
宅
要
介
護
高
齢
者

介
護
支
援
金
等
の
削
減
は

必
要
な
か
っ
た
と
考
え
反

対
す
る
。

適
正
な
財
政
調
整
基
金
残

高
の
維
持
が
不
可
欠

海
外
派
遣
事
業
は
、
戸

田
市
議
会
と
し
て
、
開
封

市
ま
た
は
リ
バ
プ
ー
ル
市

に
、
友
好
・
姉
妹
都
市
訪

問
団
を
派
遣
し
、
交
流
を

通
じ
て
、
さ
ら
な
る
相
互

細
田 

昌
孝　
　議

員

賛成討論

真
木 

大
輔　
　議

員

賛成討論
理
解
と
友
好
関
係
の
促
進

を
図
る
た
め
の
事
業
で
あ

り
、
そ
の
旨
を
明
確
に
し

た
上
で
予
算
措
置
を
し
て
、

実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員
の
派
遣
を
決
定
す

る
に
当
た
っ
て
行
程
表
の

提
示
を
求
め
て
い
る
が
、

行
程
表
は
、
突
然
の
ア
ク

シ
デ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、

急
遽
、
変
更
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
場
合
も
十
分
に
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
議

決
事
項
に
加
え
る
こ
と
は
、

な
じ
ま
な
い
。

敬
老
祝
金
及
び
在
宅
要

介
護
高
齢
者
介
護
支
援
金

は
、
平
成
26
年
12
月
議
会

で
議
論
を
重
ね
議
決
し
た

も
の
で
あ
り
、
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
、
安
定
的
な

事
業
を
継
続
す
る
た
め
に

必
要
な
削
減
で
あ
っ
た
。

上
戸
田
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
施
設
利
用
料
は
、

施
設
利
用
者
に
そ
の
受
益

に
対
す
る
相
応
の
費
用
負

担
を
求
め
て
お
り
、
妥
当

で
あ
る
と
考
え
る
。

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

は
、
申
請
件
数
の
増
加
は

今
後
も
予
測
さ
れ
て
お
り
、

必
要
な
見
直
し
で
あ
っ
た
。

自
転
車
駐
車
場
の
新
利

用
料
金
、
ま
た
、
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
も
、
い
ず

れ
も
、
可
決
案
ど
お
り
に

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
費
に
つ

い
て
、
本
市
の
類
似
団
体

85
市
に
お
け
る
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
財
政
調
整

基
金
残
高
の
割
合
は
、
平

均
で
16
・
４
％
。
こ
れ
を

本
市
に
当
て
は
め
れ
ば
、

約
45
億
円
。
し
た
が
っ
て
、

本
市
の
平
成
27
年
度
末
の

財
政
調
整
基
金
残
高
、
約

38
億
４
千
万
円
は
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
、
決
し
て

過
剰
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
市
税
が
減

収
に
な
っ
た
場
合
や
災
害

時
等
に
お
け
る
影
響
を
抑

制
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
を
図
る
た
め
に
は
、

適
正
な
財
政
調
整
基
金
残

高
の
維
持
が
不
可
欠
で
あ

る
。

《
結
果
》

認
定(

20
対
３
）

花
井 

伸
子　
　議

員

反対討論

本
田 

哲　
　議

員

反対討論

17
年
ぶ
り　

下
水
道
使
用
料
改
定


